
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.15 令和4年12月13日(火)  

 

 

 

○リスキリングとリカレント（教育）との違いとは？  

最近耳にすることが多くなってきた「リスキニング（リスキル）」ってご存じですか？ 

「リスキリング（Reskilling）」とは、職業能力の再開発、再教育のことを意味します。  

デジタル化などで労働者の需要が高まっている IT などの分野で、これまで別の分野にいた労働者が働ける

ように新たなスキルを身につけることです。  

一方、「リカレント(recurrent)」とは、日本語で「反復」「循環」などと訳され、学校教育からいったん離れて

社会に出た後も、それぞれの人の必要なタイミングで再び教育を受け、仕事と教育を繰り返すことです。このよう

に考えると、双方の意味が若干違うことがわかります。 

○生涯学習とは  

「生涯学習」とは、生涯にわたって行うあらゆる

学びのことです。文部科学省の『文部科学白書 

（平成 30 年度版）』によると、「一般には人々が

生涯に行うあらゆる学習、すなわち、学校教育、

家庭教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、

レクリエーション活動、ボランティア活動、企業

内教育、趣味などさまざまな場や機会において

行う学習」と紹介されています。仕事で新たに必

要となるスキルや知識の取得を目的としたリス

キリングとは、学びの範囲で違いがあります。 

○国の動向として 令和 4 年 10 月 3 日の第 210

臨時国会にて、岸田文雄首相は衆院本会議で所信

表明演説をし、「個人のリスキリング（学び直

し）」の支援に「5 年で 1 兆円を投じる」と表明し

ました。国を挙げて、リスキリングや成長のため

の投資を推し進める方向性が打ち出されました。 

   

◆文部科学省 生涯学習分科会(第 121 回)配布資料より 令和 4 年 10 月 4 日(火) 

http://sozai.hon.pref.niigata.jp/1224698480065.html

